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士論文研究基礎力審査」（いわゆる QE）の合格を、修士論文又は特定課題の研究成果の審査と試験の合格に代えて、前期士論文研究基礎力審査」（いわゆる QE）の合格を、修士論文又は特定課題の研究成果の審査と試験の合格に代えて、前期
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びし、各プログラムでのＱＥの実施方法や企画段階での担当者間での議論内容等のお話を伺いながら、本学におけるＱＥびし、各プログラムでのＱＥの実施方法や企画段階での担当者間での議論内容等のお話を伺いながら、本学におけるＱＥ
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平成 25年２月１日（金）14：00 ～ 17：00

東北大学川内北キャンパス マルチメディア教育研究棟６Ｆ大ホール

【対象】リーディングプログラム関係者 /各研究科の教務に携わる教員・職員 /次年度リーディングプログラムの申請を検討している学内関係者  等【対象】リーディングプログラム関係者 /各研究科の教務に携わる教員・職員 /次年度リーディングプログラムの申請を検討している学内関係者  等

プログラム

14:00-14:10　開会挨拶：花輪  公雄（リーディングプログラム推進機構長・東北大学理事）

14:10-14:55　発表１：筑波大学「ヒューマンバイオロジー学位プログラム」
　　　　　　　　　　プログラム責任者：清水  一彦（筑波大学副学長）

14:55-15:40　発表２：東京工業大学「環境エネルギー協創教育院」
　　　　　　　　　　プログラムコーディネーター：波多野  睦子（東京工業大学理工学研究科 教授）　　　
15:40-15:55　（休  憩）

15:55-16:45　質疑応答（ディスカッション）

16:45-17:00　 閉会挨拶：湯上  浩雄（東北大学工学研究科教授／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「グローバル安全学トップリーダー育成プログラム」プログラムコーディネーター）
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